
チュートリアル-初心者用スクリプト

Qlik Sense®

May 2024
Copyright © 1993-2024 QlikTech International AB. All rights reserved.

HELP.QLIK.COM



© 2024 QlikTech International AB. All rights reserved. All company and/or product names may be
trade names, trademarks and/or registered trademarks of the respective owners with which they
are associated.



チュートリアル-初心者用スクリプト- Qlik Sense, May 2024 3

1 チュートリアルへようこそ! 4
1.1 学習内容 4
1.2 対象ユーザー 4
1.3 パッケージ内容 4
1.4 このチュートリアルでのレッスン 5
1.5 追加の資料とリソース 5

2 データロードエディターでスクリプト作成 6
2.1 データロードエディター 6
2.2 スクリプトエディター 7
コマンドおよび関数の構文ヘルプへのアクセス 7
スクリプトへのコメント入力 8
コードのインデント 8
設定済みのテストスクリプトの挿入 8

3 LOAD とSELECTステートメント 9
4 データの選択とロード 10
5 項目名の変更 18
6 データの削減 20
7 データの変換 25
7.1 Resident LOAD 25
7.2 先行するLOAD 28

8 連結 30
8.1 自動連結 30
8.2 強制連結 33
8.3 連結の防止 34

9 循環参照 36
9.1 循環参照の解決 37

10 合成キー 39
10.1 合成キーの解決 41

11 アプリでのデータ使用 43
11.1 チャートの追加 43
11.2 軸とメジャーの追加 44
軸の作成と追加 44
メジャーの作成と追加 45

11.3 お疲れ様でした! 48

Contents



1 チュートリアルへようこそ!

1 チュートリアルへようこそ!
このチュートリアルでは、Qlik Senseでの基礎的なスクリプト作成の方法をご紹介します。

Qlik Senseのアプリでビジュアライゼーションを作成するには、データをロードする必要があります。

ロードスクリプトの使い方を理解すると、アプリにデータをロードする際に、データを準備および操作

できます。

データマネージャーまたはデータロードエディターを使用して、データをロードできます。データロー

ドスクリプトの作成、編集、実行には、データロードエディターを使用します。

1.1 学習内容
このチュートリアルを完了すると、スクリプトを使用したデータのロード、スクリプトの編集、データの変換が簡単に

行えるようになります。

1.2 対象ユーザー
Qlik Senseの基本を習得している必要があります。具体的には、アプリとビジュアライゼーションの作成経験が

必要です。

データロードエディターへのアクセス権があり、Qlik Sense Enterprise on Windowsでデータをロードできる必

要があります。

1.3 パッケージ内容
ダウンロードしたzipパッケージには、チュートリアルを完了するために必要な次のデータファイルが含まれていま

す:

l Customers.xlsx
l Dates.xlsx
l Region.txt
l Sales.xlsx

また、このパッケージには、Scripting Tutorial (スクリプト作成チュートリアル)アプリのコピーが含まれています。ハ

ブにアプリをアップロードできます。

学習効果を最大限に高めるため、チュートリアルの説明どおりに自分自身でアプリを構築することを推奨しま

す。また、データロードを機能させるには、チュートリアルの説明どおりに、データファイルをアップロードしてデータ

ファイルに接続する必要があります。

ただし、問題が発生した場合は、アプリがトラブルシューティングに役立つ場合があります。各レッスンにどのスクリ

プトセグメントが関連しているのかを示しました。
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1 チュートリアルへようこそ!

1.4 このチュートリアルでのレッスン
Qlik Senseの使用経験により異なりますが、このチュートリアルの所要時間は3 ～ 4時間です。トピックは、順

番に完了するよう構成されています。ただし、トピックをとばして、後で戻ることもできます。幸い、テストはありませ

ん。

l データのロードについて

l LOADとSELECT ステートメント

l データの選択とロード

l 項目名の変更

l データの削減

l データの変換

l 連結

l 循環参照

l 合成キー

l アプリでのデータ使用

1.5 追加の資料とリソース
l ≤ Qlikでは、さらなる詳細情報を提供する、広範なリソースをご用意しています。

l Qlikオンラインヘルプを使用できます。

l 無料のオンラインコースを含むトレーニングは、≤ Qlik Continuous Classroomで利用できます。

l ディスカッションフォーラム、ブログなどは、≤ Qlik Communityにあります。
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2 データロードエディターでスクリプト作成

2 データロードエディターでスクリプト作成
Qlik Senseでは、データロードエディターで管理するデータロードスクリプトを使用し、さまざまなデータソース

に接続してデータを取得します。データソースは、例えばExcelファイルや .csvファイルなどのデータファイルの場

合があります。また、データソースはGoogle BigQueryやSalesforceデータベースなどのデータベースの場合も

あります。

データマネージャーを使用してデータをロードすることもできますが、データロードスクリプトの作成、編集、実行

には、データロードエディターを使用します。

ロード対象の項目とテーブルは、スクリプト内で指定します。スクリプトは主にデータソースからロードするデータを

指定する目的で使用されます。データ構造は、スクリプトステートメントを使用して操作することも可能です。

データのロード中、Qlik Senseは異なるテーブル間で共通する項目 (キー項目)を特定し、データを関連付けま

す。アプリにおける結果データのデータ構造は、データモデルビューアで監視できます。項目名を変更し、テーブ

ル間に異なる関連付けを設定することで、データ構造を変更できます。

Qlik Senseにロードされたデータは、アプリに保存されます。

2.1 データロードエディター
データロードエディターでデータをロードするスクリプトを作成できます。エディターはQlik Senseのドロップダウン

メニューから使用できます。

データロードエディターを開くと、画面の中央にスクリプトエディターが表示されます。スクリプトセクションは、左メ

ニューにタブとして表示されます。Qlik SenseはMainセクションを自動的に作成します。データ接続は右メ

ニューに表示されます。

スクリプトはQlik Senseスクリプト構文で記述する必要があります。Qlik Sense構文のキーワードは青色でハ

イライトされます。
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2 データロードエディターでスクリプト作成

データロードエディター

2.2 スクリプトエディター
エディターには、ロードスクリプトの開発を支援するための多くの機能があります。

コマンドおよび関数の構文ヘルプへのアクセス

いくつかの方法で、Qlik Sense構文キーワードの構文ヘルプにアクセスできます。

ヘルプポータルへのアクセス

2つの異なる方法で、Qlik Senseヘルプポータルの詳細なヘルプにアクセスできます。

l ツールバーの をクリックして、構文のヘルプモードに入ります。ヘルプモードで、構文のキーワード(青
色でハイライト、下線付き)をクリックすると、構文のヘルプにアクセスできます。

l キーワードの内側または末尾にカーソルを置き、Ctrl+Hを押します。

構文のヘルプモードでは、スクリプトの編集はできません。

オートコンプリート機能の使用

Qlik Senseスクリプトのキーワードの入力を開始すると、フォーム選択の一致するキーワードがオートコンプリート

リストに表示されます。入力を続けると、リストが絞られてきます。推奨される構文とパラメータが含まれるテンプ

レートから選択することができます。ツールヒントには、パラメータ、追加のステートメント、およびステートメントま

たは関数のヘルプポータル説明へのリンクを含む関数の構文が表示されます。

また、キーボードショートカットCtrl+Spaceキーを使用するとキーワードリスト、Ctrl+Shift+Space
キーを使用するとツールヒントが表示されます。
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2 データロードエディターでスクリプト作成

スクリプトへのコメント入力

スクリプトコードにコメントを挿入したり、コメントマークを使用してスクリプトコードの一部を無効にすることができ

ます。// (2本のスラッシュ)の右側に続く行のテキストはすべてコメントと見なされ、スクリプトを実行しても実行さ

れません。

データロードエディタのツールバーには、コメント入力またはコメント解除コードへのショートカットがあります。コー

ドをコメントアウトまたはコメント解除するには、[ ]をクリックするか、Ctrl + Kを押します。

コードのインデント

読みやすくするため、コードにはインデントを設定できます。[ ]をクリックしてテキストをインデント(インデントを

増大)するか、[ ]をクリックしてテキストのインデントを解除します (インデントを減少)。

設定済みのテストスクリプトの挿入

本製品にはインラインデータ項目一式をロードするテストスクリプトが事前に設定されています。このテストスク

リプトを使用すると、テスト目的のデータセットを迅速に作成できます。Ctrl + 00を押してテストスクリプトを挿

入します。
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3 LOAD とSELECTステートメント

3 LOADとSELECTステートメント
LOADおよびSELECTステートメントを使用すると、Qlik Senseにデータをロードできます。これらの各ステートメ

ントにより、内部テーブルが生成されます。LOADはファイルからのデータのロードに使用されるのに対し、

SELECTはデータベースからのデータのロードに使用されます。

このチュートリアルでは、ファイルのデータを使用するため、LOADステートメントを使用します。

先行するLOADを使用して、ロードするデータのコンテンツを操作することもできます。たとえば、LOADステート

メントで項目名を変更する必要があり、SELECTステートメントでの項目名の変更を許可しないようにします。

以下の規則はデータをQlik Senseにロードする際に適用されます。

l Qlik Senseでは、LOADステートメントで生成されるテーブルとSELECTステートメントで生成される

テーブルに違いはありません。つまり、複数のテーブルをロードする場合、LOADとSELECTのいずれか一

方のステートメントを使用するか、これら2つを組み合わせて使用するかは問題にはなりません。

l Qlik Senseロジックでは、ステートメント内またはデータベース内の元のテーブルの項目の順序は重要で

はありません。

l 項目名は大文字小文字が区別され、データテーブル間の関連付けに使用されます。このため、適切な

データモデルを作成するには、ロードスクリプトで項目名を変更する必要がある場合があります。
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4 データの選択とロード

4 データの選択とロード
データロードエディタのデータ選択ダイアログを使用すると、Microsoft Excelといったサポートされ

ているファイル形式のファイルからデータを簡単にロードすることができます。

次の手順を実行します。

1. Qlik Senseを開きます。

2. 新しいアプリを作成します。

3. アプリにScripting Tutorialという名前を付け、[作成]をクリックします。

4. アプリを開きます。

初めてアプリにデータをロードする前に[データの追加]を使用すれば、ファイルからデータを簡

単にロードできます。ただし、このチュートリアルではスクリプトを確認できるよう、データロード

エディターを使用します。

5. 左のメニューの [ ]をクリックして、Mainというセクションの下に新しいスクリプトセクションを追加します。

複数のセクションを使用することで、スクリプトをより簡単に整理できます。スクリプトセクションは、データ

のロード時に順番に実行されます。

6. Salesと入力し、セクションに名前を付けます。

Scripting Tutorial アプリ内の新しい [Sales]タブ

7. 右のメニューの [AttachedFiles]で、[データを選択]をクリックします。
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4 データの選択とロード

データウィンドウの選択

8. Sales.xlsxをアップロードして選択します。データプレビューウィンドウが開きます。

Salesデータファイルのデータプレビューウィンドウ

9. # of Days Lateと# of Days to Shipの項目の選択を解除します。項目の見出しをクリックすると、完

全な項目名を確認できます。

10. [項目を絞り込む]検索フィールドで、dateを検索します。

11. 見出しInvoice DateをクリックしてBill Dateと入力し、項目の名前を変更します。
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4 データの選択とロード

12. [スクリプトを挿入]をクリックします。ロードスクリプトが、スクリプトエディターのSalesセクションに挿入さ

れます。Qlik Senseでは、スペースを含む項目名を二重引用符で囲む点に注意してください。

これで、スクリプトは次のようになります。

Salesタブのロードスクリプト

13. LOADステートメントの上に次の行を入力し、テーブルにTable1という名前を付けます。

Table1:

14. スクリプトを調整し、日付が正しく解釈されていることを確認しましょう。Date項目を次のように変更しま

す。

Date#(`Date`,'MM/DD/YYYY') as "Date",

これで、スクリプトは次のようになります。

Salesタブの更新されたロードスクリプト

15. 右上にある[データのロード]をクリックします。

これで、アプリにデータがロードされます。スクリプトの実行の進捗を示すウィンドウが表示されます。エラー

や合成キーが発生した場合には、実行が完了した時点でそれらの問題の概要が表示されます。

16. [Close] (閉じる)をクリックします。

17. 上部ツールバーのドロップダウンメニューからデータモデルビューアーを開きます。 をクリックすると、デー

タモデルビューアーが新しいタブで開きます。
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4 データの選択とロード

18. 上部メニューで と を選択して、このチュートリアルで使用するテーブルビューを表示します。テーブ

ルが正しく表示されない場合は、既存のロードスクリプトを削除して、スクリプトを作り直してください。

Salesデータのデータモデルビューアー内のテーブルビュー

では、Datesという別のテーブルをロードしてみましょう。テーブルをロードした後、Qlik SenseはDate項

目で、このテーブルをSalesテーブルと接続します。

19. データロードエディタを開きます。

20. をクリックして新しいスクリプトセクションを追加します。

21. Datesセクションに名前を付けます。新規セクションDatesがまだSalesの下にない場合、ポインターを

の上に移動し、このセクションをSalesセクションの下にドラッグして、順序を変更します。

22. スクリプトの一番上の行をクリックして、 をクリックします。

//がスクリプトに追加されていることを確認します。

23. //の後に次のテキストを追加します。

Loading data from Dates.xlsx

スクリプトの先頭行は次のようになります。

// Loading data from Dates.xlsx
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4 データの選択とロード

24. 右のメニューの [AttachedFiles]で、[データを選択]をクリックします。

[項目名]で [埋め込まれた項目名]が選択されていることを確認します。このオプションが選

択されていると、データをロードする際にテーブルの項目名が含まれます。

25. Dates.xlsxをアップロードして選択します。データプレビューウィンドウが開きます。

Datesデータファイルのデータプレビューウィンドウ

26. [スクリプトを挿入]をクリックします。

これで、スクリプトは次のようになります。

Datesタブのロードスクリプト

27. LOADステートメントの上の行に次のテキストを入力し、テーブルにTable2という名前を付けます:
Table2:

28. Dates.xlsxファイルのMonth列がQlik Senseで正しく解釈されるようにするには、Month関数をDate
項目に適用する必要があります。

[月]項目を次のように変更します。

Month (Date) as "Month",
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4 データの選択とロード

これで、スクリプトは次のようになります。

Datesタブの更新されたロードスクリプト

これで、Dates.xlsxファイルから選択されたデータをロードするスクリプトが完成しました。それでは実際に

アプリにデータをロードしてみましょう。

29. 右上にある[データのロード]をクリックします。

[データのロード]をクリックすると、データがアプリにロードされ、スクリプトは保存されます。

30. スクリプトの実行が完了したら、[閉じる]をクリックします。

31. [データモデルビューア]を開きます。

2つのテーブルで、名前がDateの2つの項目が接続されていることがわかります。
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4 データの選択とロード

データモデルビューアー内のテーブルビュー

32. 左下の [プレビュー]をクリックします。テーブルTable2の名前をクリックします。

すると、このテーブルに関する情報が表示されます。[プレビュー]項目を見ると、内部テーブルTable2に

628行のデータがロードされたことがわかります。テーブルの名前の代わりに項目をクリックすると、その項

目に関する情報が表示されます。
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4 データの選択とロード

データモデルビューアー内のテーブルプレビュー

これで、アプリのビジュアライゼーション内でデータを使用できるようになりました。このチュートリアルの後半

でその方法を説明します。
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5 項目名の変更

5 項目名の変更
前のトピックで、データプレビューウィンドウの項目名を変更する方法を説明しました。データプレ

ビューウィンドウの見出しで、Invoice Dateの名前をBill Dateに変更しました。ロードスクリプト

を挿入すると、キーワード ASを使用して項目名が変更されていることを確認できました。

スクリプト内でこのアクションを直接実行することもできます。

次の手順を実行します。

1. Scripting Tutorialアプリでデータロードエディターを開きます。

2. Salesタブをクリックします。

3. ロードスクリプトを次のように変更します。スペースを含む項目は括弧で囲む必要がある点に注意してく

ださい。

i. GrossSales,を次のように変更します。

GrossSales AS "Gross Sales",

ii. "Item Desc",を次のように変更します。

"Item Desc" AS "Item Description",

これで、スクリプトは次のようになります。

項目名を変更するスクリプトが表示されたロードスクリプトウィンドウ

4. [データのロード]をクリックします。データがロードされます。

5. [データモデルビューア]を開きます。項目名が変更されていることを確認します。

6. アプリ内のすべての項目を表示することもできます。上部のツールバーで [分析/シート]タブをクリックしま

す。シートビュー内でアプリが開きます。

7. [シートの編集]をクリックしてから、アセットパネルの [項目]をクリックします変更した項目名が表示され

ます。アプリ内で作成するビジュアライゼーションで、これらの項目を使用できます。
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5 項目名の変更

分析ビュー内の名前を変更された項目
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6 データの削減

6 データの削減
Qlik Senseでは、アプリにロードするデータの量を削減するためのさまざまな方法を用意していま

す。たとえば、ファイルまたはデータ接続から取得するデータをフィルター処理できます。

ロードスクリプトで直接データを削減することもできます。

次の手順を実行します。

1. Scripting Tutorialアプリでデータロードエディターを開きます。

2. [データのロード]をクリックします。

これまでに記述したロードスクリプトに基づき、Qlik Senseは65,534行をSales.xlsxデータファイルか

らTable1にロードします。ここでSales dataは、元のSales.xlsxファイル内の、テーブルが存在するタブ

の名前です。

データロード進捗状況ウィンドウ

3. データロードエディターで、[Sales]タブをクリックします。

4. この行の最後にあるセミコロンを削除します。

(ooxml, embedded labels, table is [Sales data]);

5. 次の行をロードスクリプトの最後に追加します。

Where Sales > 100.00 and Date("Invoice Date") >= '01/01/2013';
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6 データの削減

これは、売上が$100.00を超えているデータのみをロードするようQlik Senseに指示しています。また、

Date関数も使用して、日付が2013年 1月 1日以降のデータのみをロードしています。

これで、スクリプトは次のようになります。

ロードするデータの量を削減するスクリプトが表示されたロードスクリプトウィンドウ

6. [データのロード]をクリックします。

更新したロードスクリプトに基づき、Qlik SenseによってSales.xlsxデータファイルからロードされる行が

減少しました。

データのロード量が削減されたデータロード進捗状況ウィンドウ

7. アプリ内のテーブルにデータを追加すると、作成した条件に適合するデータのみがロードされたことを確認

できます。
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6 データの削減

Bill DateおよびSales項目を含むテーブル

軸としてSales項目を追加した点に注意してください。これは、Sales値を個別に表示するためです。

Salesをメジャーとして追加していたら、この値は日付ごとに集計されたはずです。

通常、Salesはメジャーとして追加します。メジャーを使用すると、列に数値書式を適用することで、値を

通貨 (ドルなど)として表示するオプションを使用できます。

Salesメジャーに適用された数値書式

ただし、Salesを軸として使用しているため、別のアプローチが必要です。この場合、チャートの数式を使

用します。このチュートリアルではチャート関数について詳しく説明しませんが、よい機会なので簡単な例

を紹介します。

Salesを軸として使用すると、上のテーブルのように値は数値として表示されます。
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6 データの削減

これを修正するには、[fx]をクリックしてチャートの数式エディタのSales項目を開き、Money関数を使

用します。

数式エディタを開く

数式エディタで次のように入力します。

=Money( Sales )

数式エディタ

項目内の値が通貨単位で表示されます。これらの単位 (この例ではドル)は、ロードスクリプトのMain
セクションで指定されます。

Bill DateおよびSales項目を含むテーブル。今回はSalesがドル単位で表示されている
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6 データの削減

8. これで、この例を完了しました。Whereステートメントをコメントアウトしてください。最初のLOADステー

トメントの最後にセミコロンを追加することを忘れないでください。

これで、スクリプトは次のようになります。

Whereステートメントをコメントアウトしたロードスクリプトウィンドウ
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7 データの変換

7 データの変換
データロードエディターでさまざまなテクニックを使って、データを変換および操作できます。

データ操作のメリットの1つは、ファイルからデータのサブセットのみをロードするという選択ができることです。つま

り、テーブルからいくつかの列だけを選択してより効率的にデータを処理できます。また、データを複数回に渡り

ロードして、生データをいくつかの新しい論理テーブルに分化することもできます。さらに、複数のソースからデータ

をロードして、Qlik Senseにある1つのテーブルに結合することも可能です。

このトピックでは、まずResident LOADを使って、次にPreceding LOADを使って、いくつかの基本的なデータ

変換を実行します。

7.1 Resident LOAD
Residentソース修飾子をLOADステートメントで使用すると、以前ロードしたテーブルからデータをロードできま

す。日付や数値の処理といったQlik Sense関数を使用するオプションがない場合でも、SELECTステートメン

トを使用してロードされたデータで計算を行う場合に役立ちます。

この例では、Sales_Bucketsという新しいテーブルを作成し、Resident LOADを使ってTable1からデータをロー

ドします。Sales_Bucketsテーブルで、quantity_thresholdという変数を作成し、Whereステートメントを使っ

てしきい値と一致するデータのみをロードします。

1. Scripting Tutorialアプリでデータロードエディターを開きます。

2. Salesタブをクリックします。

3. 次の内容をスクリプトの最後に追加します。

SET quantity_threshold = 12000;

Sales_Buckets:

LOAD

"Sales Qty" as "High_Quantity",

"Item Description" as "Item",

"Customer Number" as "Customer"

Resident Table1

Where ("Sales Qty" > $(quantity_threshold));

これで、スクリプトは次のようになります。
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7 データの変換

Sales_Bucketsという新しいテーブルを作成するスクリプトが表示されたロードスクリプトウィンドウ

4. [データのロード]をクリックします。

5. [データモデルビューア]を開きます。指定した項目と設定したしきい値に従ってロードされたデータを使

用してSales_Bucketsという新しいテーブルが作成されたことを確認できます。

データモデルビューアー内のSales_Bucketsテーブル
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7 データの変換

6. アプリのテーブルにデータを追加します。[Item]および [Customer]を軸として追加します。Countで集

計されるメジャーとしてHigh-Quantityを追加し、再度 Sumで集計します。続いて、次の数式を指定し

た新しい列をメジャーとして追加します。

= Sum(High_Quantity) / Count(High_Quantity)

数式を指定した新しいメジャー

テーブルを見ると、たとえば、Customer 10025737からHigh Top Dried Mushroomsの大量の注文

が4回あり、平均数量は 14,800であることがわかります。項目でデータのソートを実行するには、[完
了]をクリックして[編集]モードを終了します。

大量に注文した顧客を示すテーブル
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7 データの変換

7. これで、この例を完了しました。quantity_threshold変数とSales_Bucketsテーブルのスクリプトをコメ

ントアウトしてください。

スクリプトの最後は次のようになります。

コメントアウトされたスクリプト

7.2 先行するLOAD
先行するLOADを使用すると、変換を実行してフィルターを適用し、1つのパスでデータをロードできます。基本

的に、これは以下のLOADまたはSELECTステートメントからロードするLOADステートメントのことで、通常指

定するFromやResidentなどのソース修飾子を指定せずに実行します。この方法では、LOADステートメント

をいくつでもスタックできます。ステートメントの評価は、最下部のステートメントから順番に、上に向かって実行さ

れます。

このチュートリアルで前述したように、LOADおよびSELECTステートメントを使用して、データをQlik Senseに

ロードできます。各ステートメントは、1つの内部テーブルを生成します。LOADはファイルまたはインラインテーブ

ルから、SELECTはデータベースからデータをロードする際に使用します。このチュートリアルでは、ファイルからロー

ドしたデータを使用しました。この例では、インラインテーブルを使用します。ただし、SELECTステートメントの前

に先行するLOADを使用し、データを操作できる点は注目に値します。基本は、今回説明するLOADの使用

と同じです。

この例は、このチュートリアルでロードしているデータには関連していません。先行するLOADがどのように見える

かを示す目的のみに使用されています。データロードエディターで、Transactionsというインラインテーブルを作

成します。日付の変換は先行するLOADで実行され、transaction_dateという新しい項目が作成されます。

この項目は sale_date項目から作成されます。

1. 新しいアプリを作成し、ReformatDateという名前を付けます。

2. データロードエディターを開き、TransactionDataという新しいタブを作成します。

3. 次のスクリプトを追加します。

Transactions:

Load *,

Date(Date#(sale_date,'YYYYMMDD'),'DD/MM/YYYY') as transaction_date;

Load * Inline [ transaction_id, sale_date, transaction_amount, transaction_quantity,

customer_id, size, color_code

3750, 20180830, 23.56, 2, 2038593, L, Red

3751, 20180907, 556.31, 6, 203521, m, orange

3752, 20180916, 5.75, 1, 5646471, S, blue

3753, 20180922, 125.00, 7, 3036491, l, Black

3754, 20180922, 484.21, 13, 049681, xs, Red

3756, 20180922, 59.18, 2, 2038593, M, Blue

3757, 20180923, 177.42, 21, 203521, XL, Black ];
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7 データの変換

これで、スクリプトは次のようになります。

先行するLOADを記述したロードスクリプト

4. [データのロード]をクリックします。

5. [データモデルビューア]を開きます。Transactionsテーブルを選択して展開します。先行するLOADス

テートメントで*で指定されたとおり、すべての項目がロードされたことを確認できます。transaction_
dateという新しい項目が作成されました。この項目は、日付の書式が再設定されています。

データモデルビューア内の transaction_dateという新しい項目
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8 連結

8 連結
連結とは、2つのテーブルを1つにまとめる操作のことです。

2つのテーブルを連結するには、テーブルを上下に重ね合わせます。その際、各テーブルにそれぞれ固有の列名

を持つ列が 1つ必要となります。データは変更されず、作成されるテーブルには元の2つのテーブルの合計と同

じ数のレコードが含まれます。複数の連結操作を連続で実行して、複数のテーブルを連結したテーブルを作成

できます。

8.1 自動連結
ロードされた複数のテーブルの項目名と項目数が完全に一致する場合、Qlik Senseはさまざまなステートメン

トのコンテンツを1つのテーブルに連結します。

自動連結させるためには、項目の数と名前は、完全に同じでなければなりません。2つのLOADステートメント

の順番は任意ですが、テーブルには、最初にロードされたテーブルの名前が与えられます。

次の手順を実行します。

1. Scripting Tutorialアプリでデータロードエディターを開きます。

2. Datesタブをクリックします。

3. [データのロード]をクリックします。

これまでに記述したロードスクリプトに基づき、Qlik Senseは628行をDates.xlsxデータファイルから

Table2にロードします。
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8 連結

データロード進捗状況ウィンドウ

4. スクリプトセクションDatesの新しい行で、Table2のLOADステートメントをコピーします。これによりデー

タが2回ロードされます。2つ目のテーブルにTable2aという名前をつけます。

既存のスクリプトを削除して、以下のスクリプトをコピーして貼り付けることもできます。

Table2:

LOAD

"Date",

Month (Date) as "Month",

Quarter,

"Week",

"Year"

FROM [lib://AttachedFiles/Dates.xlsx]

(ooxml, embedded labels, table is Dates);

Table2a:

LOAD

"Date",

Month (Date) as "Month",

Quarter,

"Week",

"Year"

FROM [lib://AttachedFiles/Dates.xlsx]

(ooxml, embedded labels, table is Dates);
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8 連結

5. [データのロード]をクリックします。

Qlik SenseはTable2をロードせず、続いてTable2aをロードしません。その代わり、Table2aの項目

名と項目数がTable2と同じであることを認識します。次にTable2aのデータをTable2に追加し、テー

ブルTable2aを削除します。その結果、Table2の行数が 1,256行になります。

データロード進捗状況ウィンドウでの連結

6. [データモデルビューア]を開きます。

7. [プレビューの表示]をクリックします。

Table2のみが作成されています。Table2を選択します。このテーブルには256行あります。
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8 連結

データモデルビューアに表示されたTable2

8.2 強制連結
複数のテーブルにまったく同じ項目セットが存在しない場合でも、Qlik Senseは2つのテーブルを強制的に連

結できます。強制連結は、スクリプトでConcatenateプレフィックスを使用すると実行できます。このプレフィック

スは、特定のテーブルを別の名前のテーブルまたは一番最近に作成されたテーブルに連結します。

次の手順を実行します。

1. Table2aのLOADステートメントを編集し、Concatenateを追加してWeekをコメントアウトします。

スクリプトは次のようになります。

Table2a:

Concatenate LOAD

"Date",

Month (Date) as "Month",

Quarter,

// "Week",

"Year"

FROM [lib://AttachedFiles/Dates.xlsx]
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8 連結

(ooxml, embedded labels, table is Dates);

Weekをコメントアウトすることで、テーブルがまったく同じにならないようにします。

2. [データのロード]をクリックします。

3. [データモデルビューア]を開きます。

ご覧のように、Table2aは作成されていません。

4. データモデルビューアでTable2をクリックし、次に[プレビュー]をクリックします。

テーブルにはDate、Month、Quarter、Week、およびYearという項目があります。項目 Weekが表示

されたままになっているのは、Table2からロードされているためです。

5. Table2のWeekをクリックします。プレビューには、この項目にNullでない値が628個あることを示され

ます。しかし、他の項目をクリックすると、Nullでない値の数は 1256と表示されます。WeekはTable2
から1回のみロードされています。結果として生成されるテーブルのレコード件数は、Table2とTable2a
に含まれるレコードの合計となります。

8.3 連結の防止
ロードされた複数のテーブルの項目名と項目数が完全に一致する場合、Qlik Senseはさまざまなステートメン

トのコンテンツを1つのテーブルに連結します。このような動作はNoConcatenateステートメントによって防ぐこと

ができます。関連付けられたLOADまたはSELECTステートメントでロードされたテーブルは、既存のテーブルに

連結されません。

次の手順を実行します。

1. 2つのテーブルのコンテンツを完全に分離させるには、Table2aのLOADステートメントに

NoConcatenateを追加し、一致する項目に基づいてQlik Senseが合成キーを生成しないように、項

目の名前を変更します。Table2のWeekをコメント解除して2つのテーブルの項目を同じにします。

スクリプトは次のようになります。

Table2:

LOAD

"Date",

Month (Date) as "Month",

Quarter,

"Week",

"Year"

FROM [lib://AttachedFiles/Dates.xlsx]

(ooxml, embedded labels, table is Dates);

Table2a:

NoConcatenate LOAD

"Date" as "Date2",

Month (Date) as "Month2",

Quarter as "Quarter2",

"Week" as "Week2",

"Year" as "Year2"

FROM [lib://AttachedFiles/Dates.xlsx]
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8 連結

(ooxml, embedded labels, table is Dates);

2. [データのロード]をクリックします。

3. [データモデルビューア]を開きます。

これで2つのテーブルが完全に分離されました。

データモデルビューアに表示されたTable2とTable 2a

4. 連結の実演は以上で終了です。Table2aはもう必要ありません。Table2aのLOADステートメントから

すべての行を削除し、[データのロード]をクリックします。
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9 循環参照

9 循環参照
データ構造に循環参照 (ループ)が存在する場合、テーブルは2つの項目間に複数の関連付け

パスが存在するように関連付けられます。

次の手順を実行します。

1. Scripting Tutorialアプリでデータロードエディターを開きます。

2. をクリックして新しいスクリプトセクションを追加します。

3. Regionセクションに名前を付けます。

4. 右のメニューの [AttachedFiles]で、[データを選択]をクリックします。

5. Region.txtをアップロードして選択します。データプレビューウィンドウが開きます。

6. すべての項目を選択し、[ファイル名]の下にある[埋め込まれた項目名]が選択されていることを確認し

ます。このオプションが選択されていると、データをロードする際にテーブルの項目名が含まれます。

7. [スクリプトを挿入]をクリックします。

8. [データのロード]をクリックします。

すると、データのロードに問題が生じたことがわかる結果が出ます。これは、循環参照が発生したためで

す。[データのロード進行状況]ウィンドウにエラーメッセージが表示され、ロード中に循環参照が見つかっ

たことを通知します。ロードは完了しており、アプリが保存されています。

9. [データモデルビューア]を開きます。

テーブル間の接続がわかりやすくなるように、テーブルをドラッグして並べ替えます。
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9 循環参照

データモデルビューアー循環参照を示す

赤の点線は、循環参照を示しています。データ解釈が曖昧になる可能性があるため、循環参照が生じ

ないよう配慮が必要です。

9.1 循環参照の解決
循環参照が生じる原因を究明するため、[データモデルビューア]にあるテーブルを検証してみましょう。

上のスクリーンショットのTable1とTable2には、両方ともDateという項目があります。そして、Table1および

Regionには、SalesKeyという共通の項目があります。さらに、Table2とRegionには、Weekという項目があり

ます。これは、循環参照 (ループ)が作成されていることを意味します。このような循環参照は、後のデータ分析

で問題を生じさせる可能性があるため、ここで削除しておきます。

最も簡単な解決方法は、項目名を1つ変更または削除することです。この例では、アプリに不要なデータが

ロードされているため、このデータを削除します。

次の手順を実行します。

1. データロードエディタを開きます。

2. Regionセクションをクリックし、LOADステートメントから次の2行を削除します。

"Week",

SalesKey

3. "Region Code"の後のコンマも忘れず削除してください。

スクリプトは次のようになります。
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9 循環参照

LOAD

Region,

"Region Code"

FROM [lib://AttachedFiles/Region.txt]

(txt, codepage is 28591, embedded labels, delimiter is '\t', msq);

4. [データのロード]をクリックします。

5. [データモデルビューア]を開きます。

Regionへの不適切な参照が削除されました。

循環参照が削除されたデータモデルビューア
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10 合成キー
複数の内部テーブル間に複数の項目が共通して含まれている場合、複合キーの関係が存在す

ることを意味します。Qlik Senseは、合成キーを使用してこの関係を処理します。合成キーとは、

複合キーが発生するすべての組み合わせを表す匿名項目です。

複合キーの数が増えると、メモリ使用量が増加し、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。これは、

データ量、テーブル構造、その他の要因にも依存する場合があります。そのため、相互に依存する複合キーが

複数ある場合には、すべて削除することが推奨されます。

それでは、最後のデータセットをロードしましょう。

次の手順を実行します。

1. Scripting Tutorialアプリでデータロードエディターを開きます。

2. をクリックして新しいスクリプトセクションを追加します。

3. Customersセクションに名前を付けます。

4. 右のメニューの [AttachedFiles]で、[データを選択]をクリックします。

5. Customers.xlsxをアップロードして選択します。データプレビューウィンドウが開きます。

6. Sheet1を選択します。

7. [スクリプトを挿入]をクリックします。

8. [データのロード]をクリックします。

合成キーが作成されたというメッセージがデータロード進捗状況ウィンドウに表示されます。
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10 合成キー

合成キーの警告が表示されたデータロード進捗状況ウィンドウ

9. [データモデルビューア]を開きます。

$Syn 1 Tableという新しいテーブルが作成されていることから、合成キーが作成されたことがわかります。

このテーブルには、結合されたテーブルSheet1とRegionに共通するすべての項目、Regionおよび

Region codeが含まれています。このままではテーブル間の関連性がわかりにくく、誤解を招く可能性が

あるため、望ましい状況とは言えません。
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10 合成キー

データモデルビューアー合成キーの表示

10.1 合成キーの解決
合成キーを排除する最も簡単な方法は、テーブル内の1つまたは複数の項目の名前を変更することです。名

前の変更はデータをロードする際に実行できます。それでは、合成キーを削除する方法を見ていきましょう。

次の手順を実行します。

1. データロードエディターを開きます。

2. Customersセクションをクリックし、LOADステートメントから次の行を削除します。
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10 合成キー

Region,

3. [データのロード]をクリックします。

4. [データモデルビューア]を開きます。

合成キーが削除されました。

合成キーが削除されたデータモデルビューアー
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11 アプリでのデータ使用

11 アプリでのデータ使用
このチュートリアルの最終段階として、ロードしたデータをアプリのビジュアライゼーションに取り込みます。

11.1 チャートの追加
データがロードされ、データを使ってチャートを作成できるようになりました。チャートはビジュアライゼーションともい

います。必要な軸とメジャーを追加するまでチャートは完成しません。軸とメジャーの追加は、チャートを追加して

から行います。

次の手順を実行します。

1. Scripting Tutorialアプリ内に新しいシートを作成します。

2. [チャート]タブからフィルターパネルをシートにドラッグし、ハンドルを使って、幅がセル3個分、高さがセル

4個分になるようにサイズを変更します。これをシートの左上に配置します。

3. 棒グラフを右上にドラッグし、高さをセル5個分、幅はシートの端まで十分拡大できるだけの余裕を持た

せます。

4. 折れ線グラフを残りのスペースまでドラッグします。

追加されたチャートの種類は、シート上に表示されるアイコンで確認できます。これでチャートに軸とメ

ジャーを追加し、ビジュアライゼーションを作成できます。

チュートリアル-初心者用スクリプト- Qlik Sense, May 2024 43



11 アプリでのデータ使用

空のチャートがあるQlik Senseシート

11.2 軸とメジャーの追加
次のステップでは、軸とメジャーを追加します。まず、時間軸を左上のフィルターパネルに追加します。フィルター

パネルは、スペースの節約に有効です。Year、Quarter、Month、Weekのそれぞれに個別のフィルターパネル

を設ける代わりに、同じ目的で単一のフィルターパネルを使用します。

軸の作成と追加

次の手順を実行します。

1. アセットパネルの左上にある をクリックし、[項目]を開きます。ここにはデータロードエディターにロード

した全テーブルの項目がすべて表示されます。

2. リストの最下部までスクロールダウンし、Year項目をクリックします。この項目を左上にあるフィルターパネ

ルの中央にドラッグします。

3. 同様の方法でQuarter、Month、Weekをフィルターパネルに追加します。

Year、Quarter、Month、Weekの4つの軸があるフィルターパネルが作成されました。
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11 アプリでのデータ使用

メジャーの作成と追加

通常、ビジュアライゼーションでは軸とメジャーが必要になります。メジャーとは集計式の結果で、多くの場合は

Sum、Max、Min、Avg (平均)、Countなどの基本的な関数です。

棒グラフには地域ごとの売上が表示されます。

次の手順を実行します。

1. [項目 ]をクリックします。

2. 項目 Regionをクリックし、棒グラフエリアの中央にドラッグします。

3. [Add "Region"] ("Region"を追加)をクリックします。

4. 項目 Salesをクリックし、棒グラフエリアの中央にドラッグします。

5. [メジャーとして追加] > [Sum (Sales)]をクリックします。

6. 右側のプロパティパネルで、[スタイル]をクリックしてから[プレゼンテーション]をクリックします。[水平]を選

択します。

これで棒が水平に表示されます。

7. 右側のプロパティパネルで [ソート]をクリックします。

ソート順が表示されます。

8. Regionの上にあるSum([Sales])をドラッグし、軸がRegion (軸値、アルファベット順)ではなく、Sum
([Sales]) (メジャー値)によってソートされるようにします。

棒グラフが完了し、異なる地域の売上結果が表示されます。これは基本的な棒グラフです。プロパティ

パネル (右側)には、これを拡張するためのオプションが複数あります。1つの例として、タイトルエリアにタ

イトル以外を入力してみます。

9. 次の文字列をコピーして、棒グラフのタイトル項目に貼り付けてください。

='Total sales: $'& Round(Sum(Sales)/1000000, 0.1) & 'M'

10. Enterを押します。

このシートの最終的なビジュアライゼーションは折れ線グラフです。

次の手順を実行します。

1. [項目 ]をクリックします。

2. 項目 Monthをクリックし、折れ線グラフエリアの中央にドラッグします。

3. [Add "Month"] ("Month"を追加)をクリックします。

4. 項目 Yearをクリックし、折れ線グラフエリアの中央にドラッグします。

5. [Add "Year"] ("Year"を追加)をクリックします。

6. 項目 Marginをクリックし、折れ線グラフエリアの中央にドラッグします。

7. [メジャーとして追加] > [Sum (Margin)]をクリックします。

8. 折れ線グラフの上に「Profit margin」というタイトルを追加します。
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11 アプリでのデータ使用

データを示すチャート

9. シートの編集を終了します。

これでシートが完成し、アイテムのクリックやコンテンツの利用が可能になりました。

完成したシート
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11 アプリでのデータ使用

元のSales.xlsxファイルで月次売上データの量を制限しているため、毎年 3月末以降はグラフに使用

できるデータがほとんどありません。フィルターパネルで選択して、毎年最初の3か月のみを比較できま

す。

10. フィルターボックスでMonth項目をクリックし、Jan、Feb、Marを選択します。

フィルターボックス

11. フィルターパネルを閉じます。Profit marginチャートに、毎年最初の3か月のデータが示されています。
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11 アプリでのデータ使用

選択に基づいて更新されたProfit marginチャート

11.3 お疲れ様でした!
以上でチュートリアル終了です。ここでご紹介した基本情報をQlik Senseでのスクリプト作成にお役立てくださ

い。Webサイトでは、アプリ作成のヒントやアイデアを公開しています。ぜひご利用ください。
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